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西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932

市 立 急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
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平
成
12
年
度
の
市
表
彰
式
が

11
月
22
日
に
行
わ
れ
、
市
政
の

進
展
に
功
績
の
あ
っ
た
57
人
・

１
団
体
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

こ
の
た
び
取
得
す
る
建
設
用

地
は
、
明
鏡
高
校
（
沼
垂
東
６
）

に
隣
接
す
る
敷
地
約
２
万
８
４

０
０
平
方
�
。
同
校
が
新
た
な

学
校
教
育
に
取
り
組
む
に
当
た

り
、
現
在
の
沼
垂
高
校
の
敷
地

で
は
手
狭
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
用
地
の
選
定
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

同
校
は
、
男
女
共
学
と
す
る

ほ
か
、
生
徒
の
学
習
意
識
の
多

様
化
や
大
学
進
学
意
欲
に
柔
軟

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
学
校

と
な
り
ま
す
。

普
通
科
で
は
、
人
文
科
学
系
、

自
然
科
学
系
、
国
際
理
解
系
、

情
報
系
な
ど
生
徒
の
興
味
・
関

心
や
進
路
希
望
に
応
じ
て
系
列

を
選
択
で
き
る
「
総
合
選
択
制
」

を
導
入
し
ま
す
。

市
で
は
、
あ
す
４
日
か
ら
始
ま
る
12
月
定
例
市
議
会
に
、

新
生
市
立
高
校
建
設
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

同
校
は
、
男
女
共
学
と
し
、
県
内
で
初
め
て
普
通
科
総
合
選

択
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
女
子
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
市
立
沼
垂
高
等
学
校
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
平
成
15
年

４
月
に
開
校
し
ま
す
。

ま
た
新
設
の
人
文
理
数
科

（
仮
称
）
で
は
、
外
国
語
に
重

点
を
置
い
た
人
文
コ
ー
ス
、
数

学
、
理
科
に
重
点
を
置
い
た
と

理
数
コ
ー
ス
を
設
け
、
両
コ
ー

ス
と
も
大
学
進
学
に
対
応
し
た

指
導
を
徹
底
し
ま
す
。
さ
ら
に

同
科
に
つ
い
て
は
、
全
県
一
円

が
通
学
区
域
と
な
り
ま
す
。

12
月
定
例
市
議
会
で
用
地
取

得
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
る
と
、

今
年
度
中
に
基
本
設
計
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
同
校
の
建
設
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

な
お
新
生
高
校
開
校
後
、
沼

垂
高
校
の
跡
地
に
は
、
万
代
小

学
校
を
暫
定
校
と
し
て
来
年
４

月
に
開
校
す
る
万
代
長
嶺
小
学

校
の
新
校
舎
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。

水
都
に
い
が
た
21
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
実
行
委
員
会
で
は
、
大

み
そ
か
か
ら
元
旦
に
か
け
て
行

う
各
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
・
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
、
友
達
同
士
、
企
業
、

学
校
な
ど
参
加
す
る
単
位
は
自

由
で
す
。
新
し
い
世
紀
の
到
来

と
合
併
に
よ
る
新
し
い
新
潟
市

の
誕
生
の
日
を
盛
大
に
迎
え
ま

せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同

実
行
委
員
会
（
新
潟
青
年
会
議

所
内
�
２
２
９
・
０
８
７
４
）へ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

t
t
p
:
/
/
n
i
i
g
a
t

a
j
c.
p
a
v
c
.
n
e.
j
p

/
c
o
u
n
t
d
o
w
n
/

※
時
間
帯
に
よ
っ
て
高
校
生
以

下
の
出
演
・
参
加
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

�
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

同
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
会

場
・
や
す
ら
ぎ
堤
に
特
設
ス
テ

ー
ジ
を
設
置
し
ま
す
。
歌
や
踊

り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、

自
由
に
そ
し
て
楽
し
く
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

時
間

12
月
31
日
午
後
10
時
〜

１
月
１
日
午
前
１
時

会
場

や
す
ら
ぎ
堤
特
設
ス
テ

ー
ジ

申
込
締
切
日

12
月
15
日

�
ブ
ー
ス
出
店

や
す
ら
ぎ
堤
に
、
屋
台
・
模

擬
店
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し

ま
す
。
物
販
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
、

イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ブ
ー
ス
の
出
店
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

時
間

12
月
31
日
午
後
６
時
〜

１
月
１
日
午
前
１
時

会
場

や
す
ら
ぎ
堤

申
込
締
切
日

12
月
10
日

�
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
お
ど
ろ
て
新
潟
２
０
０
１
」

世
紀
越
え
の
一
夜
を
踊
り
明

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
未
来
」

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
音
楽
や

ダ
ン
ス
な
ど
で
熱
く
表
現
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

時
間

12
月
31
日
午
後
10
時
か

ら会
場

新
潟
ふ
る
さ
と
村
特
設

ス
テ
ー
ジ

申
込
締
切
日

12
月
20
日

12
月
定
例
市
議
会
が
、
あ
す

４
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま

す
。
提
案
す
る
議
案
は
、
平
成

12
年
度
一
般
会
計
と
４
特
別
会

計
の
補
正
予
算
な
ど
17
件
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

国
の
経
済
対
策
に
関
連
し
て
、

市
立
の
小
・
中
学
校
、
高
校
内

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
と

図
書
館
な
ど
を
情
報
通
信
網
で

結
ぶ
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
関
連
事
業

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
の
水
道
料

金
改
定
に
つ
い
て
も
提
案
し
ま

す
。
こ
の
改
定
は
、
安
全
で
安

定
し
た
給
水
の
た
め
に
建
設
す

る
信
濃
川
浄
水
場
（
仮
称
）
な

ど
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
、
前
回
（
平
成
10
年
４

月
）
は
16
・
２
６
％
だ
っ
た
改

定
率
の
平
均
を
、
今
回
は
９
・

９
２
％
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正
、
下
水
道
工
事
に

関
す
る
契
約
の
締
結
―
―
な
ど

を
提
案
し
ま
す
。

ま
た
、
黒
埼
町
合
併
に
伴
う

市
議
会
の
各
委
員
会
委
員
の
定

数
の
変
更
な
ど
６
件
が
議
員
提

案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
受
彰
者
を
代
表

し
て
朝
倉
蓮
城
さ
ん
が
「
次
の

世
代
に
自
信
を
持
っ
て
残
せ
る

ま
ち
に
し
た
い
」
と
決
意
も

新
た
に
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

再
表
彰

市
議
会
議
員
　
今

井
ヨ
シ
イ
、
川
島
勝
、
佐
々

木
茂
、
澁
谷
明
治
、
高
橋
弘

之
、
土
屋
利
信

初
表
彰

公
平
委
員
会
委

員
　
五
十
嵐
幸
雄
（
新
島
町

通
３
ノ
町
）
▽
農
業
委
員
会

委
員
　
伊
田
治
（
和
田
）
、

川
口
勇
（
小
新
）
、
小
泉
榮

重
郎
（
天
野
）
、
近
藤
武
正

（
河
渡
本
町
）、
田
中
良
喜
（
笠

木
）
、
田
巻
義
之
（
藤
野
木
）

▽
芸
術
文
化
の
振
興
　
五
十
嵐

美
惠
（
二
葉
町
１
）、
小
竹
正
夫

（
鐙
西
１
）、
苅
部
初
江
（
寺
尾

西
２
）
、
佐
藤
ム
ツ
（
鐙
２
）
、

高
橋
儀
次
（
新
崎
）
、
谷
川
敏

朗
（
青
山
８
）
▽
産
業
の
振
興

石
山
ト
シ
ヱ
（
東
堀
通
９
）
、

谷
川
憲
夫
（
本
町
通
10
）
、
外

山
正
太
郎
（
東
堀
通
８
）
、
星

猛
（
水
道
町
１
）
、
山
内
隆

（
附
船
町
１
）
▽
保
健
衛
生
の

向
上
　
朝
妻
エ
ツ
子
（
幸
西

３
）
、
阿
部
尚
平
（
長
者
町
）
、

稲
月
作
之
助
（
米
山
５
）
、

大
瀧
晴
惠
（
附
船
町
３
）
、
大

津
裕
（
竹
尾
３
）
、
小
俣
雅
史

（
松
美
台
）、
竹
部
富
雄
（
鏡
が

岡
）、
水
戸
正
郎
（
小
針
が
丘
）

▽
社
会
福
祉
の
増
進
　
朝
倉
蓮

城
（
上
所
上
１
）
、
井
浦
富
美

（
紫
竹
山
１
）、
太
田
貞
子
（
秋

葉
通
２
）、
大
竹
達
子
（
二
葉
町

１
）
、
加
藤
正
次
（
秣
川
岸
通

２
）、
亀
井
貞
子
（
石
山
団
地
）、

関
根
京
子
（
一
日
市
）
、
高
山

美
代
子
（
鐙
西
２
）、
土
田
寅
三

郎
（
神
道
寺
３
）
、
寺
山
仁
一

（
寺
山
３
）、
栂
坂
昌
言
（
西
大

畑
町
）、
戸
松
イ
ミ
（
酒
屋
町
）、

中
林
弥
生
（
笹
口
）
、
羽
田
れ

い
（
水
島
町
）
、
藤
井
ク
ミ

（
松
浜
４
）、
星
野
晃
子
（
東
中

野
山
４
）
、
丸
山
信
子
（
信
濃

町
）、
宮
本
義
隆
（
近
江
）、
山

岸
ヒ
サ
子
（
沼
垂
東
５
）
、
渡

辺
友
成
（
大
山
１
）
▽
地
域
社

会
の
振
興
　
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
実
行
委
員

会
（
市
南
商
工
振
興
会
内
）
、

五
十
嵐
幸
市
（
南
笹
口
２
）
、

鹿
島
榮
一
（
田
中
町
）
、
北
垣

喜
久
榮
（
上
新
栄
町
２
）
、
小

宮
山
壽
治
（
西
大
畑
町
）
、
中

川
悌
介
（
附
船
町
２
）

Ｗ
杯
で
本
市
を
訪
れ
る
人
た

ち
の
歓
迎
事
業
な
ど
を
企
画
・

実
施
す
る
市
民
の
会
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
に
い
が
た
！
２
０
０
２
」

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ン
が
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
総
数
１
９
１
点
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
に
は
長
岡
周

あ
ま
ね

さ

ん
（
燕
市
）
の
作
品
＝
図
＝
が
、

優
秀
賞
に
は
石
垣
言
美
さ
ん

（
内
野
山
手
１
）
と
辻
好
弘
さ

ん
（
猿
ケ
馬
場
２
）
の
作
品
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
長
岡

さ
ん
の
作
品
は
、
心
和
む
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
で
、
輪
の
中
に
３
人

の
顔
を
配
置
し
「
応
援
」
と

「
笑
顔
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
長
岡
さ
ん
は
、

「
横
顔
と
正
面
を
向
い
た
顔
を

一
つ
の
輪
の
中
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
。
Ｗ
杯
は
日
韓
共
催

で
も
あ
り
、
国
を
超
え
て
世
界

の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
Ｗ
杯
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
今
後
、

ピ
ン
バ
ッ
ジ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

歓
迎
用
の
旗
な
ど
、
同
会
の

活
動
や
市
の
「
国
際
都
市
に

い
が
た
集
都

し
ゅ
う
と

プ
ラ
ン
」
関
連

の
事
業
の
中
で
活
用
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

同
会
事
務
局

（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
総
合
対
策

室
内
�
内
線
２
１
８
４
）
へ

市の人口 〈10月末現在〉

人　口　489,887人 （+391）

男　　237,359人 （+222）

女　　252,528人 （+169）

世帯数　188,795 （+302）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

“新生市立高校”建設用地取得へ�“新生市立高校”建設用地取得へ�
表
彰
を
受
け
る
太
田
貞
子
さ
ん

成人の日のつどいは１月８日
時間 午前11時～午後１時
会場 市体育館
対象 昭和55年４月２日から昭和56年
４月１日までに生まれた人
問い合わせ 青少年課（�内線3262）へ
※対象者には案内のはがきを郵送します

黒埼町合併記念

エコーはがき販売中
価格 １枚45円
販売場所 市内と黒埼町の郵便局
問い合わせ 広域行政課（�内線2182）へ

“2001年版県民手帳”の頒布
期間 あす４日～12月22日
表紙 紺色と淡黄色の２種類　
価格 １冊430円
頒布場所 総務課（市役所本館４階�内
線2121）、地区事務所

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
く
ら
し
の
１
日
教
室

心
を
包
む
ラ
ッ
ピ
ン
グ
〜
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月

日
時

12
月
14
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場

市
役
所
第
１
分
館
１
０
１
会
議
室

定
員

先
着
20
人

申
し
込
み

あ
す
４
日
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（
�
内
線
２
４
１

２
）
へ


